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ヒートポンプ(以下、 HP: Heat Pomp) 
















































Performance :成績係数または動作係数)で表される。 COPの定義は、 iCOP=冷暖房能 (kW)7消費エ
ネルギー(電力・熱kW)Jであり、従来型のガス給湯器のCOPは約0.8程度、 2050年のHP給湯器のCOP
























燃費 4.19 km/L カ 309柵/日レツト 1 EtOH発酵消費電力 破砕 54 kWh/t-wet 
輸送距離 50 km 加工ロス 0首 t不軒J 紛砕 330 kWh/t-wet 
搬出(1批車)燃費 2.99 km/L ベレット 含水率 15.0首 発酵関連 243 kWh/t-wet 
輸送距離 施設ー埋立地 50 km 低位発熱量 13.19_U.1J，It~wet 糖化 C6糖化率 45.0也
施ペッ設レーット使用地 50 km 
熱ガ分ス化解 消費電力 破砕 54 kWh/t-wet C5糖化率 65.0 % 
焼却 空気中酸素濃度 21.0首 プラント 400 kWh/t-wet 発酵 C6発酵率 80.0 % 
空気比 1.7 投入空気量 1.360 Nm' /t-dry C5発酵率 70.0首
完全燃焼率 98.9 % 酸素漫度 21.0也 EtOH含水率 0.5百
全灰中の焼却灰割合 90.0 % 炭素ガス化率 95目。覧 発酵残漬含水率 54目8% 
全灰中の飛灰割合 10.0 % 燃料製造用ガス利用率 30.0 % 蒸気発電発電効率 廃木材 15.0首
焼却灰含水率 20.0也 熱分解残漬含水率 20.0也 リグーン残潰 10.0百
飛灰含水率 0.80覧 GE発電 発電効率 30.0見 熱利用率 15.0% 
CH，排出原単位 0.0【384ktCH/t4 特~今み 熱利用率 30.0覧 液体使燃用料 ガ燃ソ費リン車 ガソリン 14.4 km/L 
N，O排出原単位 0060kz-N24/0 t ごーみ FT合成 消費電力 圧縮 0.06 kWh/m'N EtOH 9.5 km/L 
埋立
消費電力 6.38 kWh/t CO転化率 60.0国 デ燃ィ費ー ゼル車 軽油 1民7km/L 
軽油消費量 重機使用 0.76 Ut 選択率 85.0国 FT軽油 19.2 km/L 
通(好常気埋性立) 炭率酸(埋ガ立ス)化比 67.5覧 FT燃料含水率 3.0略
分CH解4比ガ率ス中 。目 漉縮円燃料含水率 0.5% 









Pニ30.6+ 0.0026 X LHV + 0.015 X G + 28.3 X Ash ・ (1) 
P:消費電力原単位[kWhlt-wet] LHV:廃木材の低位発熱量 [MJ/t-wet]
G:実湿り排ガス量 [Nm3/t-wet] Ash:廃オ嚇中の灰分量 [t-wetJt-wet]
G=( C+ 1/2 H + S + 1/2N + lliO) x22.4 X 1000+ 0.21 (m -王)XAo+0.79 X mAo… (2) 
I心=(C + 1/2H + S -1120) X 22.4 X 1000 …(3) 
Ao=1心/0.21 … (4)
L>:理論酸素量 [Nm3/t-wet] Ao :理論空気量 [Nm3/t-wet]
















況のレビュー13・16)で、は、 CO転化率は一般的に 60圃70%、基礎研究レベルで、は 90%をこえる事例 13)もある。
C5選択率は触媒や即忘温度が影響するが概ね85%以上である。
2fu+CO仲 l/n(CH~n + H20 … (5) 
EtOH発酵プロセスには破砕・粉砕の前処理も含み、希硫酸を用いて加水分解を行った後、糖化・発酵
を経てEtOHを製造する。 EtOH発酵の反応式は次式で表わされる。































































































































熱分解ガス化消費電力プラント 400 300 I kWh/t-wet 
円合成 CO転化率 60.0 90.0首
選択率 85.0 95.0百
EtOH発酵 消費電力粉砕 330 33 I kWh/t-wet 
発酵関連 243 721kWh/十wet
糖化 C6糖化率 45.0 85日目
C5糖化率 65.0 90.01% 
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